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楽しくなけりゃサロンじゃない！！
～サロン交流会開催～

★財源確保のため広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へお願いします
　また、広告掲載を希望される方は、本会（☎387-5332）までお問い合わせください

編集・発行／社会福祉法人笠松町社会福祉協議会

行事だより　サロン紹介　など
ボランティア情報だより
笠松町地域包括支援センターだより
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赤い羽根共同募金街頭募金活動のお知らせ
～共同募金会笠松町分会～

　10月1日から赤い羽根共同募金運動がはじまります。共同募金は高齢者、障がい者、
子どもたちなどを支援するさまざまな福祉活動や災害時の支援に役立てられます。次
の日程で街頭募金活動を行いますので、皆さんのご協力をお願いします。

10月 1日（水）　17時45分～18時20分 名鉄笠松駅
10月 4日（土）　10時00分～11時30分 トミダヤ笠松店（長池）、ヨシヅヤ笠松店（如月町）、
 ピアゴ笠松店（米野）
10月24日（金）　10時00分～正午 笠松競馬場 正門前（若葉町）
10月25日（土）　10時00分～16時00分 リバーサイドカーニバル（会場：笠松みなと公園）
 （悪天候等の場合は10月26日（日）に開催します）
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いきサロン紹介～～ふれあい・いき

①（株）ノーベル事務室（西金池町）
②毎月第4日曜日　9：30～11：30
③日曜日に開催しているので、幅広い世代の方が誰で
も参加できます。ジュースも用意しています

金池サロン

①笠松保育園（西宮町）
②毎月第3水曜日　10：00～11：45
③参加者皆さんのステキな笑顔、保育園児の元気な笑
顔が自慢です

かさほサロン

①厚生会館（瓢町）
②毎月月末　9：30～11：30
③ひとり暮らし高齢者向け情報紙「えがお」の製本のお
手伝いをしています

えがお会

①児神社（北及）
②毎月第4日曜日　9：30～11：30
③地域の皆さんでお宮さんの掃除をしたり、コーヒーを
飲んで一息ついてます

きたおよびサロン

①福祉会館（東陽町）
②毎月第3土曜日　9：30～11：30
③「だれでもきたきた！」を合言葉に賑やかに開催してい
ます

きたきたサロン

　笠松町内では9か所23の町内会（他3か所6町内
会休止中）で「ふれあい・いきいきサロン」が開
催されています。
　サロンは年齢や性別に関係なく、地域の誰もが
「集える場」です。10年を経過しているサロン
がたくさんあり、中には20年経過しているサロ
ンもあります。サロンに決まった「カタチ」はな
く、各サロンお茶を飲んだり、レクリエーション
や防災の話を聞いたりなど催しも行っています。
　今号では、町内のサロンを紹介しま
す。お近くの方はぜひご参加ください。
各サロンについての問い合せは本会ま
でご連絡ください。

　8月5日（火）福祉健康センターで「ふれあい・いきいきサロン交流会」（サロンスタッフのためのサロン）
を開催し、サロン関係者38人が参加しました。
　普段、サロンを開催し、地域の方の「おもてなし」をしているスタッフさんを対象に本会職員や包括職員
がコーヒーを準備し、おもてなしをしました。立ち上げ当初からのサロンの写真を見て活動をふり返りなが
ら、皆さん懐かしい話に花を咲かせたり、普段のサロン内容や活動に関する悩みなどを共有しました。参加
した方からは、「月2回の開催は大変だけど、参加者の方が楽しみにしているのでがんばれる」「サロンス
タッフ同志のつながりができたのでよかった」と感想をいただきました。
　今後も、町内のサロンが継続して活動できるように支援し「地域のつながりづくり」を皆さんと一緒にし
ていきます。

　本会では町内の皆さんから10月にご協力いただく「赤い羽根共同募金」を原資に、地域でのふれあい・
いきいきサロンの立ち上げ支援を行っています。立ち上げにかかる備品・消耗品の購入費用の補助など開催
の支援（1年間）をしています。
　また、1年経ったサロンへは「歳末助け合い募金」を原資に年末年始のサロンでの催しの助成もしていま
す。
　新規サロンの立ち上げについては本会までお問い合せ、ご相談ください。

①会場（町名）
②開催日時
③スタッフからのコメント

①善光寺（下新町）
②毎月第1水曜日・第3土曜日　9：30～11：30
③月2回、おいしいコーヒーを淹れておまちしてます

善光寺サロン

①まちの駅「花と唄声の駅」（中門間）
②毎月第2水曜日　10：00～12：00
③個人宅で開催しています。楽しくおしゃべりして大盛
り上がりしています

門間サロン

①無動寺集会所（無動寺）
②毎月第3金曜日　10：00～11：30
③音楽、体操や物づくり、楽しい企画をご用意してます♪

無動寺サロン

①米野会館（米野）
②毎月第4土曜日　9：30～11：30
③町内会、老人会、子ども会で協力して開催しています。
子どもも大人も楽しめます！

米野サロン絆
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ボランティア情報ボランティア情報ボランティア情報ボランティア情報 笠松町ボランティアセンター
☎387‐5332　FAX387‐5134
長池408‐1 福祉健康センター内
8：30～17：15（土・日・祝祭日は休み）

　7月5日（土）令和7年度「ふくし体験教室」を開講し、小・中学生13人が参加しました。第1回は「車い
すの生活とスポーツ」をテーマに、車いすの操作や介助の方法を学びました。また、実際に車いすを使っ
て生活されている長谷川健さんにお越しいただき、車いすでの生活や仕事についてのお話を聞いた後、参
加者もスポーツ用車いすに乗り、長谷川さんと一緒にバドミントンをして交流しました。参加者からは
「なかなか話を聞くことができないので交流できて貴重な体験でした」「困っている人がいたら声をかけて
から助けたい」などの感想がありました。
　第2回は、8月2日（土）に「お年よりとふれあおう～認知症って？～」をテーマに開催しました。午前は、
中央交流センターで高齢者疑似体験をして年をとることについて学んだり、町内の高齢者介護施設グッデ
イすぎないを訪問し利用者の方々との交流を楽しみました。午後からはグッデイすぎないの事務長杉山寛
子さんにご協力いただき「認知症紙しばい」を使った講義で認知症についての理解を深めました。
　ふくし体験教室は全8回で、今後も毎月様々な体験や当事者の方との交流をとおして「ふくし」につい
て楽しく学んでいきます。

認知症について学びました講師の長谷川さんとペアでダブルス対決！

　7月20日（日）福祉健康センターで『学ん Day Park～子どもの
学習支援事業～「夏休み編」』を開催し、町内の小学1年生から
中学3年生までの17人が参加しました。
　参加した子どもたちは、学習支援員に教えてもらいながら「夏
の友」や漢字・計算ドリルなど夏休みの宿題を熱心に取り組んで
いました。お昼にはボランティアさんの協力のもと調理実習をし
て手巻き寿司を食べたり、勉強後にはボードゲームで遊んだりと、
暑い中でもみんな元気いっぱい楽しく過ごしました。
　この事業は生活困窮者自立支援法に基づいた岐阜県からの委託
事業で、第2・4木曜日の定期開催編と併せて実施しています。

夏休みの宿題をやっつけよう！～子どもの学習支援事業～

ふくし体験教室始まりました！

元気をお届け！残暑見舞いの作成・配付　～ボランティアグループKind活動報告～
※Kindは、ふくし体験教室を修了した小学生から社会人までのメンバーで構成されているボランティアグループです

※ふくし体験教室は、小学5年生から中学3年生を対象に、
　7月～3月の期間にさまざまな福祉について学ぶ教室です

早く宿題を終わらすぞー

　7月12日（土）福祉健康センターで、メンバー10人が集まり、町
内のひとり暮らし高齢者の皆さんへ元気を届けたいと残暑見舞い
を作成しました。この日参加できなかったメンバー6人も自宅で
作成し、それぞれ自分が今頑張っている勉強や学校行事のことを
書いたり、「熱中症にお気をつけください」「喉が乾く前に水分を
とって夏を乗り切りましょう！」などのメッセージを添えました。
　この残暑見舞いは8月のひとり暮らし高齢者への夏季安否確認
事業で地域のボランティアさんと一緒にボランティアグループ
Kindのメンバーがお届けしました。短い時間でしたが交流するこ
とができ、楽しいひと時になりました。

想いを込めた残暑見舞い

「もしも」のために　誰ひとり取り残さない地域へ
～災害ボランティアコーディネーター養成講座を開催しました～

地域で活躍するボランティア紹介！　「レイ・ロケラニ」

　7月27日（日）、8月3日（日）、10日（日）の全3回、福祉健康センタ
ーで災害ボランティアコーディネーター養成講座を開催し、20人
が参加しました。
　第1回は「過去の災害から学ぶ災害に強い地域づくり」をテーマ
に清流の国ぎふ防災・減災センター コーディネーター岩井 慶次氏
にお越しいただき、地域の特性や想定される災害に対し、日頃から
の家庭や地域での備えの大切さについて、第2回は羽島郡広域連合
消防本部職員より心肺蘇生法やAEDの使い方について学びました。
最終回は、笠松町役場 総務課危機管理対策 担当職員より町の防災
体制について、笠松町防災士会 会長 河合 秀三氏より「地域防災を考える」をテーマにお話しいただいた
後、本会より大規模災害時、社会福祉協議会が設置・運営する「笠松町災害ボランティアセンター」の役
割について説明しました。
　本会では、災害ボランティアセンター設置時には、さまざまな関係機関とともにボランティアの受け入
れや被災された方の困り事の聞き取りなど、被災された方の想いに寄り添ったセンター運営ができるよう、
日頃から取り組んでいきます。

　今回は、町内の高齢者施設やリバーサイドカーニバルのステージ
出演など幅広く活動している団体「レイ・ロケラ二」を紹介します。
生涯学習講座でフラダンスを学んだことがきっかけで結成され、現
在23人のメンバーで活動されています。
　7月7日（月）心音ケアセンター笠松でフラダンスの披露を行いまし
た。ボランティアだけでなく、利用者や職員も一緒にレイやスカー
トなどフラダンスの衣装を身につけて「月の夜は」や「南国の夜」
など全7曲を楽しく踊られました。メンバーの皆さんは「皆さんの
喜ぶ顔やまたきてねの一言がやりがいになる」と話されていました。
ボランティア活動を通して地域を元気に、ボランティア自身も元気
になるステキな活動でした。
　なお、「ボランティア活動をしてみたい」「ボランティアに来てほ
しい」など活動に関するご相談がありましたら、お気軽に本センタ
ーまでご相談ください。

ライフライン断絶に備える！

フラダンスの魅力を満喫しました

　初めてでも心配いりません。ダンスに
興味がある方ご連絡お待ちしています。
　詳しくは、090-5005-2126
　　　　　　（代表：松原）まで

　使用済み切手の収集活動にご協力
いただき、ありがとうございます。
6月11日～8月7日（敬称略・順不同）

南谷　和宏、リバーサイド笠松園、
笠松町地域振興公社、西垣ポンプ製
造（株）、匿名7件

使用済み切手の収集について ありがとうございます
　使用済み切手の収集にご協力をお願いします。
　ご協力いただいた使用済み切手は、換金後、災
害ボランティアセンターの備品購入などに役立て
ます。今後とも使用済み切手の収集にご協力をお
願いします。

消印に関係なく切手の周囲を5㎜程度残して切り取ってください

フラダンスメンバー募集中！！
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興味がある方ご連絡お待ちしています。
　詳しくは、090-5005-2126
　　　　　　（代表：松原）まで

　使用済み切手の収集活動にご協力
いただき、ありがとうございます。
6月11日～8月7日（敬称略・順不同）

南谷　和宏、リバーサイド笠松園、
笠松町地域振興公社、西垣ポンプ製
造（株）、匿名7件

使用済み切手の収集について ありがとうございます
　使用済み切手の収集にご協力をお願いします。
　ご協力いただいた使用済み切手は、換金後、災
害ボランティアセンターの備品購入などに役立て
ます。今後とも使用済み切手の収集にご協力をお
願いします。

消印に関係なく切手の周囲を5㎜程度残して切り取ってください

フラダンスメンバー募集中！！
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　認知症になっても自分らしくいきいきとした生活を送るには、同じ地域で暮らす私たち一人ひとりが認
知症を正しく知ることが大切です。本センターでは、9月の「認知症月間」に合わせ、認知症に関するイ
ベントを開催します。

誰もがなりうる認知症。ただ恐れるのではなく、正しく理解するためにも、
まずは知ることから始めていきましょう。

認知症啓発パネル展
　認知症の初期症状、認知症の気づき
自己チェック、相談窓口、町内の事業
や取組みについてなど、「認知症啓発
パネル展」を行います。

9月16日（火）～9月26日（金）日時
無印良品　ヨシヅヤ笠松会場

日時
会場

相手が話したくなる“聞き上手”のコツ　～傾聴ボランティア養成講座参加者募集～
　傾聴ボランティアとは、「ひとりで寂しい」「誰かに話を聞いてもらいたい」など相手の気持ちに寄り添
いながら、お話を『聴く』ボランティアです。人は誰かに話を聞いてもらうことで心が軽くなります。ふ
だんの生活でも生かせる傾聴。あなたも一緒に学んでみませんか？
日程（全2回）

※第2回は、①・②のいずれか希望する日を選択してください。
　なお、会場の都合により人数を調整させていただく場合がございますのでご了承ください。

みんなでつなごう 食べるしあわせ　～お米の寄付をお願いします～
　本会では、電力・ガス・食料品価格などの物価高騰による負担増を踏まえ家計への影響が大きい就学援
助世帯を対象に、個人や企業からいただいた寄付金と赤い羽根共同募金を活用し、お米や食品などを配付
する「かさまつ助け合い愛パック事業」を実施しています。昨年度は89世帯から申し込みがあり、受け
取った方からはたくさんの喜びの声が届きました。
　そこで、今年度は「かさまつ助け合い愛パック」の配付に向けて、お米の寄付を募集します。皆さまの
あたたかいご支援・ご協力をお願いいたします。

講　師　産業カウンセラー　丸山　悟　氏
対　象　町内に在住・在勤でボランティア

活動に興味のある方

いろいろな情報の木が生えた、かさまつ社協事業の森へようこそ。
かさまつ町民の“エンジョイ”を応援してくれる情報をピックアップし、ご紹介します。気になる木が、
きっとあるはず。新鮮な驚きや発見に出会えるトクする情報満載です。あなたも参加しませんか？

定　員　20人
申　込　電話または申込フォームから本会

へお申し込みください
その他　講座を全日程受講された方に本会

より修了証をお渡しします

●お米の種類・状態など
　・一般的に主食として用いる「うるち米」
　・玄米の状態（※精米の場合は原則6か月以内に限る）
　・収穫した年から2年以内
　ご協力いただける方は本会（☎387-5332）までご連絡ください。

●募集期間
　令和7年11月
　～令和8年1月

申込フォーム

　皆さんよりお寄せいただきました「あたたかい善意のこころ」は、地域福祉事業に
役立てさせていただいております。（6月11日～8月7日）
●ピアゴ笠松店　金 92,326円　　●匿名（企業）　金 14,000円

あたたかい善意のこころ

　皆さんからご協力いただきま
した会費は、「だれもが安心して
暮らせる福祉のまちづくり」を目
指し、様々な事業・運営に使われ
ています。

（令和7年8月7日現在）

加入数
一般会費（1口 500円）
法人会費（1口2,000円）
賛助会費（1口1,000円）

5,066世帯
200社
181人

－

口　数
5,072.36

243
213
－

金　額（円）
2,536,180

486,000
213,000

3,235,180

第1回 第2回　※
令和7年9月30日（火）
午後1時30分～午後3時30分

『プロに学ぶ「傾聴」
ふだんの生活でも生かせる“聞き上手”のコツ』

会場：笠松中央交流センター1階　集会室

①令和7年10月7日（火）
②令和7年10月9日（木）
　午前10時～午前11時30分

『実践編！高齢者施設での傾聴ボランティア体験』
会場：心音ケアセンター笠松（北及1825）

あなたの地域で、認知症とともにいきいきと暮らす
～周囲が認知症を正しく理解し、温かく見守り・サポートできる笠松町を目指して～

昨年の
パネル展の
様子

認知症カフェ
　認知症についての疑問や相談事を気軽に話すことができ
る場として、「認知症カフェ」を開催します。
　症状のあるご本人やご家族だけではなく、認知症につい
て興味関心のある子どもから高齢の方まで、どなたでもご
参加いただけます。専門職による個別相談も行います。
　お茶を飲みながら、認知症について気軽にお話ししませ
んか。ぜひご参加ください。

9月21日（日）　午前10時30分～午前11時30分
無印良品　ヨシヅヤ笠松

参加費 無料

イベント開催中の様子

あなたの脳の元気度は？
～脳元気測定会～

　脳元気測定会では、脳の健康状態を
確認することができます。認知症を予
防する上で、現在の脳の健康状態を把
握することは大切なことです。この機
会にぜひご参加ください。
　参加を希望される方は本センターま
でご連絡いただくか、下の申込フォー
ムからお申込みください。

9月30日（火）　
午後1時30分～午後3時日時

福祉健康センター 3階会議室会場
筆記用具、眼鏡（必要な方）持ち物
無料参加費

毛糸の寄付 ありがとうございます！
引き続き受け付けています！

　前号で掲載させていただいた毛糸の寄付について、5名
の方からご寄付をいただきました。ご協力いただいた皆さ
ん、誠にありがとうございました。
　「NPO法人ひだまり創」では、引き続き毛糸を集めてい
ます。種類、太さ、色は問いません。本センターまでお持
ちください。
　笠松町で集まった毛糸は「認知症マフ」の作成に使われ
ています。「認知症マフ」とは、認知症の方などが触った
り、中に手を入れたりすることで安心感が得られ、コミュ
ニケーションを促す効果があるとされている手編みの円筒
状ニットです。ミシンや編み物が得意な地域ボランティア
の方が「認知症マフ」を作成し、町内外の病院や施設へ配
付されます。思いやりや優しい気持ちの循環が地域をつな
げています。

申込フォーム

寄付された
毛糸

マフ作り

病院

認知症
の方

施設

NPO法人ひだまり創
地域ボランティア

町内の方が
作った

作品です
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あなたの地域で、認知症とともにいきいきと暮らす
～周囲が認知症を正しく理解し、温かく見守り・サポートできる笠松町を目指して～

昨年の
パネル展の
様子

認知症カフェ
　認知症についての疑問や相談事を気軽に話すことができ
る場として、「認知症カフェ」を開催します。
　症状のあるご本人やご家族だけではなく、認知症につい
て興味関心のある子どもから高齢の方まで、どなたでもご
参加いただけます。専門職による個別相談も行います。
　お茶を飲みながら、認知症について気軽にお話ししませ
んか。ぜひご参加ください。

9月21日（日）　午前10時30分～午前11時30分
無印良品　ヨシヅヤ笠松

参加費 無料

イベント開催中の様子

あなたの脳の元気度は？
～脳元気測定会～

　脳元気測定会では、脳の健康状態を
確認することができます。認知症を予
防する上で、現在の脳の健康状態を把
握することは大切なことです。この機
会にぜひご参加ください。
　参加を希望される方は本センターま
でご連絡いただくか、下の申込フォー
ムからお申込みください。

9月30日（火）　
午後1時30分～午後3時日時

福祉健康センター 3階会議室会場
筆記用具、眼鏡（必要な方）持ち物
無料参加費

毛糸の寄付 ありがとうございます！
引き続き受け付けています！

　前号で掲載させていただいた毛糸の寄付について、5名
の方からご寄付をいただきました。ご協力いただいた皆さ
ん、誠にありがとうございました。
　「NPO法人ひだまり創」では、引き続き毛糸を集めてい
ます。種類、太さ、色は問いません。本センターまでお持
ちください。
　笠松町で集まった毛糸は「認知症マフ」の作成に使われ
ています。「認知症マフ」とは、認知症の方などが触った
り、中に手を入れたりすることで安心感が得られ、コミュ
ニケーションを促す効果があるとされている手編みの円筒
状ニットです。ミシンや編み物が得意な地域ボランティア
の方が「認知症マフ」を作成し、町内外の病院や施設へ配
付されます。思いやりや優しい気持ちの循環が地域をつな
げています。

申込フォーム

寄付された
毛糸

マフ作り

病院

認知症
の方

施設

NPO法人ひだまり創
地域ボランティア

町内の方が
作った

作品です
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楽しくなけりゃサロンじゃない！！
～サロン交流会開催～

★財源確保のため広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へお願いします
　また、広告掲載を希望される方は、本会（☎387-5332）までお問い合わせください

編集・発行／社会福祉法人笠松町社会福祉協議会

行事だより　サロン紹介　など
ボランティア情報だより
笠松町地域包括支援センターだより
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赤い羽根共同募金街頭募金活動のお知らせ
～共同募金会笠松町分会～

　10月1日から赤い羽根共同募金運動がはじまります。共同募金は高齢者、障がい者、
子どもたちなどを支援するさまざまな福祉活動や災害時の支援に役立てられます。次
の日程で街頭募金活動を行いますので、皆さんのご協力をお願いします。

10月 1日（水）　17時45分～18時20分 名鉄笠松駅
10月 4日（土）　10時00分～11時30分 トミダヤ笠松店（長池）、ヨシヅヤ笠松店（如月町）、
 ピアゴ笠松店（米野）
10月24日（金）　10時00分～正午 笠松競馬場 正門前（若葉町）
10月25日（土）　10時00分～16時00分 リバーサイドカーニバル（会場：笠松みなと公園）
 （悪天候等の場合は10月26日（日）に開催します）
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